
 

1 

 

プレスリリース（2022年4月12日）  

オートリブが国連交通安全基金を支援すべく、複数年に

わたるコミットメントに着手 

 

（ストックホルム／スウェーデン、ニューヨーク／アメリカ合衆国、2022 年 4 月 12 日）– 自動車安

全システムで世界をリードする Autoliv, Inc.（NYSE 略称：ALV、SSE 略称：ALIV.sdb）は、国連交通

安全基金（UNRSF）を支援し、道路交通安全課題への洞察を深め、より安全なモビリティの実現に貢献

するとともに、年間 10 万人の命を守るという自社目標の達成に寄与します。 

 

 

  様々な洞察、知識およびデータの共有を通じ、オートリブと UNRSF は、2030 年までに道路交通事故

による死傷者を少なくとも 50%削減することを目指す「国連第 2 期道路交通安全のための行動の 10 年

（2021-2030）」を積極的に支援します。 

  道路交通事故により毎年 135 万人の命が失われており、これは子供や青少年における死因の首位を

占めています。道路交通事故死の 90%以上が発展途上国で起きています。オートリブによる UNRSF の支

援は、人々の交通安全意識の普及を図るとともに、命を守るための製品を最も必要とする地域におい

てその認知度を高め、道路交通安全を確かなものにするための重要な一歩となります。 
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より安全で持続可能なモビリティの未来を切り拓く 

 「より多くの命を守る」というオートリブのビジョンは、世界の道路交通事故による死傷者を半減さ

せることを重点目標の一つに掲げる「すべての人に健康と福祉を」という国連「持続可能な開発目標

（SDGs）」の 3 番目の目標を直接的に支えるものです。 

 オートリブの社長兼 CEO を務めるミカエル・ブラット氏は、次のように述べています。「世界が SDGs

を推進するにあたっては、分野横断的な連携が重要となります。オートリブによる UNRSF の支援は、

当社の専門知識を共有しつつ、現在世界が直面する道路交通安全の主要課題に対する更なる洞察を得

るための手段となります。オートリブは、命を守る製品の提供という当社の中核事業を通じて果たす

べき重要な役割を担っています。より多くの命を守ることは、持続可能性において当社が掲げる課題

の不可欠な要素であり、私たちは年間 10 万人の命を守ることを目指しています。」 

持続可能な社会に向けたグローバル目標の達成に求められる分野横断的な連携 

 UNRSF 事務局長を務めるネカ・ヘンリー氏は、次のように述べています。「 UNRSF エンゲージメン

トプラットフォームというマルチステークホルダーの一員として、オートリブは、大きな影響力を持

つ道路交通安全プロジェクトに関する UNRSF の構想を直接的に支援しています。また、オートリブに

よる資金協力は、中低所得国における UNRSF のプロジェクト運営を直接的に支えているのです。民間

企業によるこうした多面的な取り組みこそが、全ての人々に安全で持続可能かつ包括的なモビリティ

を提供するという SDGs の達成に向けた国際社会の飛躍的な発展に寄与するものと考えます。」 

 オートリブは UNRSF の支援というコミットメントを通じ、中低所得国における車両規格や道路イン

フラ設計の改善から、道路利用者の行動および事故後の緊急対応を改善するための効果的なシステム

の導入に至るまで多岐に渡り、道路交通安全に直接的に貢献しています。 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

Media: Gabriella Ekelund, Tel +46 (70) 612 64 24 

Investors & Analysts: Anders Trapp, Tel +46 (0)8 587 206 71 

Investors & Analysts: Henrik Kaar, Tel +46 (0)8 587 206 14 

 

オートリブ グローバルについて  

Autoliv, Inc.は、自動車安全システムをグローバル規模で提供するリーディングカンパニーで

す。当社は子会社を通して、世界中の主要自動車メーカー向けて、エアバッグ、シートベルト、ステ

アリングホイール（ハンドル）などの安全保護システムを開発、製造および販売しているほか、歩行

者保護、二輪車のライダー向けのコネクティッドセイフティサービスや安全ソリューションも開発し

ています。オートリブでは、継続して先進的なソリューションを提供するために、モビリティセイフ

ティのスタンダードに挑戦し、再定義しています。 

28カ国に広がる60,000人以上の従業員は、「Saving More Lives（より多くの命を守る）」という

https://roadsafetyfund.un.org/en/platform-low-carbon-sustainable-cities
https://roadsafetyfund.un.org/en/platform-low-carbon-sustainable-cities
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当社のビジョンに真摯に取り組んでおり、どんな業務においても品質を最も重視しています。14カ所

にテクニカルセンターを配置し、20の衝突試験装置を保有しています。2021年度の売上高は、82億米

ドルです。さらに詳しい情報は、以下を参照してください。 

www.autoliv.com オートリブグローバルサイト（英語） 

セーフハーバー（免責）事項  

本文書には、歴史的事実ではなく、1995年の民事証券訴訟改革法にて定義される範囲内で将来の見

通しに関する記述とみなされる記述が含まれています。そのような将来の見通しに関する記述には、

オートリブまたはそのマネジメントが、将来起こるであろうと考えるまたは予想する活動、事象また

は展開を示す記述が含まれます。すべての将来の見通しに関する記述は、現時点での我々の期待、さ

まざまな仮定および第三者から入手したデータに基づいています。我々の期待と仮定は誠実に表現さ

れており、それらには合理的な根拠があると考えています。しかしながら、そうした将来の見通しに

関する記述が実現する、または正しいと証明される保証はありません。なぜなら、将来の見通しに関

する記述は、本質的に既知または未知のリスク、不確実性およびその他の要因の影響を受けることに

なり、それらが、そうした将来の見通しに関する記述によって示されるまたは暗示される将来の結

果、実績または成果とは実際には大きく異なる将来の結果、実績または成果をもたらす可能性がある

からです。数多くのリスク、不確実性およびその他の要因が、将来の見通しに関する記述にて示され

る結果とは実際には大きく異なる結果をもたらす可能性があります。本書またはその他の文書に含ま

れる将来の見通しに関する記述について、当社は、1995年の民事証券訴訟改革法に示される、将来の

見通しに関する記述に対するセーフハーバー（免責）の保護を主張します。また、当社は、法律にて

要求される場合を除き、新しい情報または将来の事象を踏まえて将来の見通しに関する記述を公に更

新または修正する義務を負いません。 

※本資料は 2022 年 4 月 12 日にオートリブ本社（スウェーデン）で発表されたプレスリリースの日本

語版です。英語版は以下のリンクからご確認ください。 

https://vp275.alertir.com/afw/files/press/autoliv/202204078190-1.pdf 
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